
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山梨市都市計画マスタープラン 

住民ワークショップニュース 

第１号 2025 年１月 

第１回 住民ワークショップを開催しました！ 

日時：2025（令和７）年１月 28日（火） 

午後７時 00分～８時３０分 

場所：山梨市役所西館５階 502会議室 

 

2025（令和７）年１月28日、第１回山梨市都市計画マスタ

ープラン住民ワークショップを開催しました。 

 山梨市は、2007（平成19）年３月に市の都市計画の総合指

針となる「山梨市都市計画マスタープラン」を策定しましたが、

このプランは、おおむね20年後の将来像を展望し、2026（令

和８）年度を目標年次としていることから、2024（令和６）年

度から 2026（令和８）年度の３か年をかけ、プランの更新に

向けた検討を進めているところです。 

都市計画マスタープランは、住民参加が重要となっていま

す。そのため、下記に示すような目的により住民ワークショッ

プを立ち上げました。 

第１回住民ワークショップは２部構成とし、第１部はワーク

ショップの発足式やガイダンスを行い、第２部は参加委員の自

己紹介を兼ねた全体ワークショップを進めました。 

  

 

第１回 住民ワークショップの主な内容 

１．住民ワークショップ発足とガイダンス 

２．全体ワークショップ 

「山梨市の将来イメージやまちづくりの展望を共有しよう！」 

－山梨市の将来イメージ、自己紹介とまちづくりへの抱負－ 

 

住民ワークショップガイダンス 

 はじめに、高木市長のあいさつのあと、都市計画マス

タープランの概要や策定体制、ワークショップの概要や

今後のスケジュール（予定）などを確認するガイダンス

を行いました。 

 この住民ワークショップは、全体で４回程度の開催を

予定し、住民提案をとりまとめ、市への提案書提出と都

市計画マスタープラン素案への反映をめざしています。 

ワークショップ開催後には、協議経過を毎号ニュース

として発行していきます。 

 

 

■住民ワークショップの目的  

○20 年後のまちづくりに向けた市の将来像や、より地

域に密着したまちづくりの方向性を協議します。 

○成果は、主に地域別まちづくり方針に反映します。 

〇提案は「(仮称)まちづくり住民プラン」としてまとめ、

市へ提出します。また、広報などで公開するとともに、

「まちづくり公開シンポジウム」を開催し、プランの

周知と、協働によるまちづくりの啓発に努めます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

【全体ワークショップでの主な意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨市の将来イメージやまちづくりの展望を共有しよう！ 

 第１回、全体ワークショップのテーマは、「山梨市の将来イメージやまちづくりの展望を共有しよう！」です。 

 本市の将来イメージを書き込んだポストイットと、ワークショップ参加への想いやまちづくりへの率直な考

え・ご意見を発表していただき、今後の協議の方向性を全体で共有するワークショップを進めました。 

 第１回の成果は、今後、市の将来像や、地域まちづくり提案を話し合う手がかりとして活用していきます。 

テーマ：「山梨市の将来は〇〇〇なまち、〇〇〇なイメージ！」 

 

 

■住民ワークショップスケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 住民ワークショップ Ｒ７年１月 28日（火）開催 

 

Ｒ７年 10月頃予定 
まちづくり公開シンポシウム（提案書の提出） 

 

第２回 住民ワークショップ Ｒ７年３月 18日（火）予定 

 

第３回 住民ワークショップ Ｒ７年５月頃予定 

 

第４回 住民ワークショップ Ｒ７年７月頃予定 
 

 

山梨市都市計画マスタープラン素案  

事務局：山梨市都市計画課 

住 所：〒405-8501 山梨県山梨市小原西843 

電 話：0553-22-1111（代）／FAX：0553-23-2800 

 

※詳細をお知りになりたい方は、

事務局までご連絡ください。 

次回（第２回）住民ワークショップ 

 

■日 時：令和７年３月 18日（火） 19：00～21：00頃 

■場 所：山梨市役所西館 502会議室  

■テーマ：地域の特性や課題を共有しよう！ 

 

 

①交通利便性の高いまち（高速交通（リニア）アクセスを活かす、

わかりやすい・アクセスしやすいまち） 

②住みやすいコンパクトなまち 

③利便性が高いまち（静かで利便性が高い住みよいまち） 

④地域資源を活かす活力あるまち 

⑤働く場が充実したまち 

⑥自然が豊かな環境を活かすまち 

⑦人が集まる交流のまち 

⑧人口維持、住み続けられるまち 

⑨明るく暮らしやすいまち 

⑩多世代が笑って暮らせるまち 

⑪子育てしやすいまち 

⑫スポーツが盛んで元気なまち 

⑬安心・安全なまち 

 

 


